
【契約期間】令和４年度（継続評価予定） 【契約総額】 約5億円
【受託者】 三菱電機株式会社（代表研究者）、学校法人早稲田大学、学校法人立命館、国立大学法人名古屋工業大学、

一般財団法人電力中央研究所、公益財団法人鉄道総合技術研究所

サイバーフィジカルインフラに向けた高信頼シームレス
アクセスネットワークに関する研究開発

研究概要：100GHz帯の大容量通信デバイスの大幅な高出力化（目標出力10W級）とアクセス伝送技術により、
高速移動体や広域での10Gbps以上の無線通信を可能とする。さらに、その無線通信と光ファイバ通信を融合したネッ
トワーク制御技術を開発し、ネットワークの高信頼化（目標不稼働率1x10ｰ7以下）を進め、鉄道インフラにおける「状
態に基づいたメンテナンス（CBM）」や電力システムにおける「電力ネットワークのリアルタイムスマートデジタルツイン
（RSDT）」に利用可能なプラットフォームを確立し、インフラ監視システムのユースケースで機能実証を行う。

（一般課題049）

老朽化する膨大なインフラ設備の維持・
メンテナンスのコスト低減を目指す

変電所 発電所

B5G
太陽光発電

センサ

電気自動車

: 光ファイバ

: テラヘルツ波

サービスリンク

距離11km、速度10Gbps

無線機

1
-b）

1-b)ハイパワーテラヘルツデバイス
技術に関する研究開発

1-c)大容量通信デバイスに関する研
究開発

2-c)鉄道インフラ監視システムに関する研究開発

センサデータの蓄積

状態の分析

予測

状態に基づいたメンテナンス(CBM)/

状態に基づいた設備運用

リアルタイムスマートデジタルツイン
(RSDT)

成層圏通信プラットフォーム（HAPS）研究開発項目1
シームレスアクセス
要素技術の研究開発

研究開発項目２

シームレスアクセスネット
ワークに関する研究開発

再生可能エネルギーの大量導入時も
経済的で安定した電力供給を目指す

電力ネットワークのリアルタイムス
マートデジタルツイン(RSDT)

電力設備

鉄道設備

2-b)高信頼通信ネットワークに関する研究開発

1-a)アクセス伝送技術
に関する研究開発

地上間テラヘルツ波通信

距離1km、速度10Gbps

2-a)有無線ネットワーク制御技術に
関する研究開発

テラヘルツ

無線機

状態に基づいたメンテナンス(CBM）

有無線統合制御により可用性・接続性向上を実
現し「確実につながるネットワーク」を目指す

閉域有線網から1秒以内で

テラヘルツ無線を制御

CBM：Condition 
Based Maintenance
RSDT：Realtime 
Smart Digital Twin
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